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図 2-1 社会実験・実施活動想定 

図 1-1 位置・アクセス図 １.地区概要等 

海士町は、島根半島の沖合い約 60km の日本海に浮

かぶ隠岐諸島の中ノ島からなる町。面積 33.5k ㎡、

世帯数 1,114 世帯、2,502 人、老齢人口約 40％。豊

かな海産・農畜産に恵まれる一方、離島という地理

的特性から、極端な少子高齢化と人口減少が進む。

加えて、地方交付税減額による財政状況の悪化など

の問題を抱え、島自体の存続の危機に晒されていた。 

平成 14 年、現町長が就任し、町を挙げての行財 

改革と地域づくり活動を開始。町職員が給与の自主減額提案・実施する行財政改革を進め

る一方、新たな産業創出、未来を支える人づくりの３大施策を進める。離島というハンデ

ィを克服する為、地産地消の拡大、高付加価値化・首都圏への販売展開にこだわり、流通

促進の場として、フェリーターミナル施設「キンニャモニャセンター」を整備。鮮度を保

つ新しい凍結技術（CAS）を導入。運営主体として第三セクター「㈱ふるさと海士」を設立、

雇用の増大と定住促進を図る。近年の積極的施策により、平成 16～18 年度の 3 ヵ年、70

世帯・130 名前後のいわゆる I ターン者を中心に海士町に定住。島外募集した「商品開発・

農畜漁業研修生」や、地元民間事業者等の協力を得て、地域ブランド商品「さざえカレー」

や「いわがき“春香”」「海士ノ塩」「島生まれ、島育ち 隠岐牛」が生まれている。 

また、未来を支える人づくりとして、人間力推進プロジェクト（平成 17・4）チーム創

設。【自立心の育成】【海士らしい・新しい価値観の醸成】【郷土愛の育成】をコンセプトに、

東京国立市（一橋大学）との交流、新宿日本語学校仏人サマースクール開校、アドベンチ

ャーキャンプ、キャリア教育（職場体験）、修学旅行、井原市児童交流、若者島体験塾（ニ

ート層対象）等々人づくり・交流事業が実施される。 

このような活動により､本年度都市と農山漁村交流を通じ新しいライフスタイル 特色

ある滞在型モデルの確立「島まるごと人間力向上プログラム 共創・共生社会に向けて」の

提案､地域の活性化を目指す「共生・対流の社会実験事業」のモデル地域として指定される。 

２.調査概要 

この社会実験事業を活用、海士町のモノ

づくりを原点にしながら、主に「AMA ワゴ

ン」では、外部の若者と地域の子ども達や

住民の交流、新宿日本語学校「サマースク

ール in 海士」での国際交流、これまで実績

がある「隠岐吟行ツアー」の文化交流を加

え実施する。都市と海士町の交流を通じて、

「海士ファン」を増やし、海士町の魅力を

島外に発信するとともに、郷土の資源・魅

力を再発見し、海士町の活性化・地域づく

りに繋げる。それらが、相互の人間力を向

上させる取り組みであり、WIN-WIN 関係価

値の実証に寄与していきたいところである。 
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図 2-2 社会実験システムの想定概要図 
（３カ年実践想定計画） 

 

 (1) AMA ワゴン・出前授業の実施（国立市への逆ワゴン含む） 

平成 17 年、国立市民・一橋大の海士中学校修学旅行受け入れ。その縁から、海士町

の主要な取組課題の一つ「教育」を絡め、小・中・高校生の学力と心を育てる。同時に

都市と離島との交流及び、一橋大学・国立市との連携を深める試み。 

年 5 回＋αの出前授業開催／超一流講師を海士町へ／都市から学生専用バスの運行 

 20～30 歳代の最先端で活躍する人を講師に、小・中・高校で出前授業を実施。同時に東

京から海士町へバス（AMA ワゴン）を走らせる。地域づくり志向の人は途中でも乗車、

地元住民・来島者相互に WIN-WIN 関係となれるような交流・学習・刺激遇いを行う。 

(2)サマースクール in 海士＆新宿日本語学校留学生海士体験 2006 

この交流事業の目的は、東京など都市部では体験しにくい、海士町に残る「日本固有

の伝統文化、自然、人情など」を、「同校」を通じて「日本に興味を持つ外国人」に提

供すること。外国人と接する機会の少ない海士町の子供達や地元住民に「外国人と触れ

る機会」を提供することで、国際理解を深める。それとともに、郷土の資源・魅力を、

第 3者（外国人）を通じて再発見し、誇りを持てるようにすること。独自の教授法で真

摯な学校経営をしている「同校」と海士町の信頼関係を構築することで、首都圏ひいて

は世界へのチャンネルを創る。それと同時に、同校の教育精神や経営ノウハウなど「海

士町の教育へ新しい風」を吹き込むこと等々にある。 

サマースクール参加学生は、同校仏事務所にて募集、来島前日に来日。留学生につい

ては、同校の紹介と海士町の受け入れという形で実施している。 
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実施内容については、「同校」が実施する「日本の伝統文化・自然体験を含めた外国

人短期留学プログラム」を、海士町が「島まるごと」で全面的にサポートすることと同

時に国際交流も実施する。（※詳細は、本編「日程表」「記録写真集」参照） 

(3)俳句・短歌「隠岐吟行ツアー」 

25 年程前、俳人加藤楸邨句碑を隠岐神社に建立、除幕式に金子兜太さん、辻井喬さん、

石寒太さんをはじめ、俳壇・歌壇の著名人の来島、当時の役場職員から「隠岐吟行ツア

ー」企画の相談。単なる歴史・自然、名所・旧跡巡り団体観光ツアーからの脱却を意図

したが沙汰闇。10 年程前、観光協会職員からこの組織のあり方の変革、隠岐・海士なら

ではの協会自身企画・文化交流マニア向ツアーへの想いから復活に挑戦。先生方の大い

なる賛同を得て、全国に俳句短歌を募集して、一冊の本にまとめ、全国に発信するとと

もに、選者の先生方と行く「隠岐吟行ツアー」。地元との交流ともてなしを必ず入れ、

本年度で第 8回の開催を数える。 

（※平成 18年度共生・対流事業のその他活動(海士町自主企画)は、図 2－1社会実験・実施活動想定参照） 

３.調査結果・成果 

 平成 18 年度海士町「共生・対流事業」社会実験活動実績は、総合計で、来訪 683 名、町

内 3,846 名の参加を得ることとなった。 

(1)AMA ワゴン・出前授業の実施内容および成果 

 AMAワゴンから派生した活動を含む来訪参加者は延べ259名、町内は1,754名を数える。 

AMA ワゴン自体は主に、１．若い時期からの産業人材の育成を狙った海士中学校におけ

る出前授業と、２．それに合わせてバスでやってくる 20～30 名の都会の学生の交流事業

の二部構成からなる。06 年 5 月～11 月に掛けて 5回シリーズで行われ、各回講師に加え、

延べ 100 名の学生が来町した。 

出前授業は各回講師の専門性を活かし、国際理解、コミュニケーション指導、社会起業、

そして最後に 1冊の本を作ってみるという贅沢な内容のシリーズ授業となった。毎回の参

加学生はこの出前授業で中学生のグループワークにアシスタントとして入り、中学生と一

緒の視点で考えることで、大学生のいない過疎の島（海士町）において、中学生によい刺

激を与える形になった。 

参加学生はさらに、地元農家・漁師や商店での「一日かばん持ち体験」を行ったり、実

際に農業や漁業、天然塩づくりを自ら行ったりなどの各種体験事業を通じて地元の人々と

の交流を深めた。 

その結果、数多くの島ファンを生み出すことになり、AMA ワゴン実施後、海士をめがけ

て東京・大阪などから自費で海士を再来島する「リピーター」が 6 割を数えた。AMA ワゴ

ン参加者と、彼らの尽力で 2年前に中止になっていた隠岐神社の盆踊りが復活、正月にも

町民向けイベントが実現するなど計り知れない効果を生み出している。 

これらの成功を支えたのが AMA ワゴン参加者と海士町・島根県関係者など 200 名で構成

される「AMA ワゴン ML」であり、活発な情報交流拠点として機能している。 

中学生にも確実な変化が現れてきており、それを察知した地元の保護者の方々からも確

実にこの AMA ワゴンに対する理解と支援の輪が広がってきている。地元の若者も目覚めて

きており、当初役場関係が中心だった地元の受け入れ態勢も「地元の若い者でやらないと

いけない」という意識が芽生えてきている。彼ら若者を中心として、各種交流事業や外国
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人誘致、地元の若い人材育成を視野に入れた NPO 設立も模索されている。 

また、この AMA ワゴンの成功の発展形として、丸 1 ヶ月で全国の 11 農山漁村を巡るバ

スツアーも計画されている。地域発・地球行きの頭文字をとって「ちち☆ばす」と名づけ

られ、海士町はその最終訪問地となっている。 

(2)サマースクール in 海士＆新宿日本語学校留学生海士体験 2006 

サマースクール in 海士 2006 の来訪参加者は、仏人参加学生 13 名、同校日本人スタッ

フ 3 名、仏在住一家（日本人母、年長男児 1 名、小学 2 年生 1 名）計 19 名 新宿日本語

学校留学生海士体験 2006 については、同校留学生（韓国人 3名、中国人（台湾）1名、マ

レーシア人 1名 計 5名 町内参加者は、両方で 433 名となった。 

サマースクールとして同校から提供できるプログラムは、2 年間の経験を通してほぼ確

立できたようだ。海士町の自然や歴史、文化、地元住民との交流等の滞在プログラムは、

外国人にとっても魅力的であることが、参加者の感想や終了後の繋がり、リピーターの出

現などでも明らかとなった。日本の小さな離島で地元の人々と交流しながら日本語を勉強

するということは、真の日本を海外にアピールする上でも意義深いことである。 

今後も国際交流の機会を拡大しようとすると、ホストファミリーを増やすことが重要で

ある。また、交流事業全般を地元住民に理解してもらう為、できるだけ多くの人々に関わ

ってもらえるようなプログラムを工夫してきた。しかし、まだまだ充分には周知されてい

ない。広報、回覧版等様々な方法で地元住民への周知・啓発する必要を強く感じる。 

日数や経費上の負担を負ってでも「サマースクール in 海士」を開催しようとする新宿

日本語学校側の熱意がなければ継続は不可能であり、受け入れる海士町側においても、よ

い交流を進める為には、人的・財政的支援体制が必要である。また、行政主導の事業展開

を民間主導の転換することも検討しつつ、継続の形を模索すべきである。 

離島でしか経験することができないような交流事業であり、これを継続発展させること

こそ、国際交流への大きな可能性を期待できるものである。 

(3)平成 18 年度「隠岐吟行ツアー」 

俳句・短歌「隠岐吟行ツアー」の来訪参加者は、本年度隠岐俳句大会開催もあり、延べ

300 名強、町内参加者は、33 名となった。 

当初からお付き合い願っている石寒太先生を中心に、現代俳句協会、歌人協会所属の先

生が次の先生を紹介して下さるなど徐々に広がり、今に至る。二度三度ツアー企画してく

ださる先生も増える。リピーターとなる先生方や参加者は、自然に感動、四季折々の隠岐

ということは勿論、何より“島の人”の人情に触れ、また訪れたくなると。吟行ツアーに

同行。皆さん、一ヶ所をゆっくり時間をかけての吟行、何より島の暮らし、島の人々との

交流を求める・・・と感じる。 

今後も、吟行ツアーの定番、屋台や野点、民謡などを加え、もっと島の生活を垣間見る

企画を。また、島の人達にも、著名な先生方の講話（俳句短歌に拘らず）や句会・歌会の

参加、小学校での俳句野外教室などを充実させる。他の文化分野とのコラボレーションを

通して、文化的な向上、交流に繋がれば。そして自分たちが住んでいる隠岐の良さを再認

識してもらえたら。そんな観光協会自主企画ツアーデザインの試行、そしてツアーデザイ

ンセンター創設へと想いを走らせる。 
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図 3-1 主要課題整理概念図 

 

表 3-1 平成 18 年度海士町「共生・対流事業」社会実験活動実績一覧  

(4)主要な実施活動から見えてきたものは・・ 

全体として、双方参加者の意識変化が挙げられよう。例えば、観光であれば、豊かな資

源・資産を目的に、サービス、人との交わりの順であるが、今回の感想を聞けば、まずは、 

『人々』の元気を挙げ、『もてなし』やうちに感激、そし

て豊かな『資源・資産』に感動する。海士町の出会い、

双方からの評価（WIN-WIN 構図）のキーワードをあてれ

ば、自信×共感、自覚×享受、気付き×感動、当たり前

が凄い等々が浮かぶ。交流からの変化は、視野の広がり、

表現力の豊かさ、コミュニケーション力、キャリア・職

業体験教育等々での実感か。 

発見としては、口コミとメーリングリストによる発信

／イベント（全国募集）開催と口コミツアー参加、その

面白い波及力の凄さ！ 
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図 3-3 出合い、双方からの評価（win・win 構図） 

 

図 3-4 内・外『やうち』交流連環１万人人口 
構成ピラミッド形成への手ごたえ 

 

図 3-2 島にはいない大学生・留学生・外国人を中心とする 
若者層との交流から 

 

 

親類・友人知人・見知らぬ人まで連鎖反応、

それでも地元には伝わっていないことの多さ。

【周知広報の工夫・徹底の重要性】また、活

動継続意欲は、凄いものがある。継続の為に

は、双方の努力は勿論、それをつなぐコーデ

ィネーター数名の必要性を実感した。地理条

件から交通の連絡と交通費の問題解消は当然。

【人的・財政的継続支援の必要性】加えて、

交流事業の中から、地元若者の立ち上がり、

受け皿づくり・まちづくりの核への参画意向、

そして双方の活動協働継続の意欲充満【民間

主導への支援】等々。元々、海士町は、「海と

人」が資源。海士町にしかできない青少年の

為の一貫した特別教育機関設置（海洋学全般

と離島生活）も頭を霞める。 

幾たびものAMAワゴンでやってくる20～30

名の都会の大学生群、夏の時期、遠くフラン

スからの参加学生・アジア諸国の留学生達、

この年代が極端に少ない過疎の島で、小・中・

高校生によい刺激を与え、彼らにも確実な変

化が現れてきている。それを察知した地元の

保護者の方々からも確実にこれらの活動の理

解と支援の輪が広がってきている。地元の若

者も目覚めてきており、受け入れ態勢も「地

元の若い者でやらねば」という意識が芽生え

つつある。 

参加した学生・留学生達は更に、地元での

各種体験事業を通じて、地元の人々との交流

を深めた。その結果、数多くの海士ファンを

生み出すことになり、再来島する「リピータ

ー」も確実に増えた。 

吟行ツアー参加者からも、強く、地元の人

達との交流、生活体験を望む声が挙がる。 

雇用の増大・定住促進が必須の海士町にと

って、これらの活動の結果から、即、正常な

人口構成ピラミッド形成へとは望むべくも無

い。定住・2地域居住・リピーター・WEB 人口

の内・外『やうち』ネットワーク構築による

海士町版交流連環 1 万人人口構成ピラミッド

形成への手ごたえは掴めたような感想を持つ。

海士町人口構成(H15.12.26) 
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図 4-1 離島・過疎地域“海士町”ハンディ克服／ 
～限りなき前進、そして、確かな明日へ～ 

図 4-2 海士町地域づくりステップアッププロセス 
必要支援展開概念図 
（共生・対流事業継続展開ともあわせて） 

4．今後の方向性 

海士町では人・モノ・健康＆資源を連

環し、他地域と連携・交流を考えている。

今回の共生・対流事業の社会実験諸活動

での協働展開の可能性から、様々な芽ば

えがあり、育成への双方の自信も醸成さ

れた。しかし、今回の反省と展開の中で、

助走から 1 段階（ホップ）の公的支援は

多様にあるが、次の 2 段階（ステップ）

に移る際の支援が無い。それ以降（ステ

ップ＆ジャンプ）については、自立的展

開を目指すべきだが、その躓きで挫折す

ることが多いのも現実。その柔軟な支援

が望まれるところである。 

次年度以降の展開として、海士町地域

づくりの柱・雇用の場の創出／魅力的な

地域情報発信／ある程度のインフラ・環

境整備と共生・対流システムの構築・推

進を連携させる。AMA ワゴン・出前授業

関連では、未来を支える人づくりに向け

て、交流・教育力の育成・強化を柱にす

る。具体的には、出前授業の継続、他地

域との協働イベント企画開催運営、島内

遊休跡地・施設有効活用への取組。菜種

油を原料とした ECO バス全国走破、環境

問題への取組をテーマとして、地方間繋

がり情報発信活動に着手、及び原料栽培,

加工可能他地域との交流連携推進などを

目論む。加えて、サマースクール in 海士

を契機に、仏人との交流から仏国の何処

かでの交流を機にアンテナショップ展開

を模索する。また、他の活動の継続は勿

論のこと、今年度できなかった企業（従

業員・会員）、シニア層（NPO シニアボラ

ンティア協会等）との社会実験にも再チ

ャレンジする。 

海士町での近年の取組は、「持続可能な開発の為の地域づくり・サスティナブルな町づく

り」の追求。今までの開発とは、まったく逆の発想が鍵。小さい者ほど勝ちやすい。大き

い者に追従（最後尾）から、小さくても最先端へ。持続可能社会への先導役「タグボート

海士」発進中である。“辺境『海士』から日本を変える・世界を繋ぐ”を合言葉に！！ 
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図 4-3 最後尾から最先端へ：海士町地域づくり－ダグボート海士展開
 

 5．総括 

本年度の『共生・対流事業』その社会実験の取組は、参加双方、期待以上の成果を得、

課題も明確になったように思う。 

成果の一端として、交流事業を契機に、数名の若者が海士に定住！ 4 月以降、交流

事業で、延べで 300 名の若者が海士に訪れる。地元の若者の中にも、まちづくりに積極

的に参加する機運が生まれる。海士中 2年生が、「わたしのふるさと海士について」と題

して、弁論大会で発表し、隠岐地区で最優秀賞、県大会で島根県教育長賞受賞。そして・・・・ 

課題としては、離島という交通条件の克服をベースに、周知・広報の工夫・徹底、人

的・財政的継続支援、民間主導への移行・転換、等が挙げられる。 

期待以上の成果を少なくとも 3 ヵ年継続、拡充発展させ、海士町地域づくりへと連環

させる。日本・世界が求めるタグボート海士“島は日本の明日を創る海士、ここでしか

できない“島まるごと未来学校”（海と『人』・『モノ』・『健康』）づくり―人間力推進セ

ンター設立に繋げていきたい。そのイメージは、教育・生活・産業・往来の分野を融合

させ、生活教育／産業生活／往来産業／教育往来等々の研究・実証・検証・克服、その

四つ葉のクローバーデザインセンターをタグボート海士に載せて、活用展開プロセスを

情報発信、他地域・各都市・日本・世界に受信交流させながら先導していくことか。 

四ツ葉のクローバーに
心を込めて 


